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行財政プラン取組項目 

公共施設マネジメントの推進 

 

取組項目名 事務事業内容 取組内容 実施年度 臨・経 

公共施設等にかかる大規模

改修・更新費用の縮減 

再配置方針に基づいて個別施設のあ

り方を検討し、機能移転・複合化及び

長寿命化を実施。 

相乗効果の発現が期待できる、施設の

機能移転・複合化により施設更新経費

の削減を図る。次世代に引き継いでい

く施設については、計画保全・長寿命化

により財政負担の軽減を図る。 

R3～ 臨時 

公共施設にかかるランニン

グコストの削減 

指定管理者制度や PFI 等の PPP 手法

の活用を検討し、施設運営・管理を効

率化。 

民間のノウハウ・技術などを活用し、サ

ービスの向上、事業の効率化、財政負担

の軽減を図る。 

R3～ 経常 

 

効率的・効果的な行政経営 

〇事務事業の見直し・効率化、組織力の強化 

取組項目名 事務事業内容 取組内容 実施年度 臨・経 

市民意識調査事業の見直し 

市民の市政に関する満足度等の市民

意識から政策的課題を把握し、政策形

成に反映することを目的とし、毎年

度、調査を実施。 

毎年度の調査実施から後期実施計画策

定時の調査への変更を検討する。 
R3～ 経常 

公有財産の貸付 
普通財産の貸付及び行政財産の使用

許可。 

普通財産の貸付及び行政財産の使用基

準を作成し、現状の貸付等の見直しを

図る。 

R3～ 経常 

災害援護資金償還事務 
阪神・淡路大震災に係る災害援護資金

の償還事務。 

履行期限までに、免除作業を行い、非免

除者が一括償還を行えるよう取り組

む。 

R3～ 経常 

基金長期運用事業 
基金にて年度を超える長期運用を実

施。 

新たな歳入確保にむけ、基金の長期運

用について運用範囲を拡大する。 
R3～ 経常 

電力・ガス自由化による光熱

費対策 

電力及び都市ガスの自由化に伴い、調

達先に係る入札等を実施することに

より光熱費の低減を図る。 

新規整備施設への導入及び学校園小型

空調ガスへの導入を実施する。 
R3～ 経常 

各種計画策定のあり方の見

直し 

法律や条例、方針等に基づき、行政活

動の具体的な目標や取り組みを規定

する行政計画を策定・改定する。 

国における行政計画策定のあり方見直

しを踏まえ、任意の行政計画の策定・改

定について、関連の深い他計画との一

本化や計画改定時期のタイミングを合

わせるなど、合理的な策定のあり方に

ついて検討する。 

R3～ 経常 

各種協議会・会議負担金の見

直し 

伊丹市が参加している各協議会や会

議等に対する負担金を負担。 

繰越金が発生している協議会や会議の

議題に応じた負担額への見直しを図

る。 

R3～ 経常 

（改善見込額：経常 －百万円 臨時 －百万円） 

（改善見込額：経常 1,554 百万円 臨時 12 百万円） 



35 

 

取組項目名 事務事業内容 取組内容 実施年度 臨・経 

徴収体制の強化等 

市税、市営住宅等使用料、保育所利用

者負担金、児童くらぶ育成料、奨学金、

貸付金、生活保護費返還金等の現年・

滞納分に係る徴収体制の強化。 

これまでの取り組みの更なる徹底と再

検証、徴収事務における PDCA サイクル

の確立、職員研修による専門スキルの

向上などにより徴収体制の強化等の推

進を図ることで、徴収率及び徴収額の

向上を目指す。 

R3～ 経常 

徴収体制の強化等 

国民健康保険料、後期高齢者医療保険

料、介護保険料の現年・滞納分に係る

徴収体制の強化。 

これまでの取り組みの更なる徹底と再

検証、徴収事務における PDCA サイクル

の確立、職員研修による専門スキルの

向上などにより徴収体制の強化等の推

進を図ることで、徴収率及び徴収額の

向上を目指す。 

R3～ 経常 

窓口サービス改革事業・徴収

体制見直し事業 

市民サービスの向上を図るため、令和

2年度から段階的に税に関する証明書

等の交付窓口を庁舎１階市民課窓口

に統合を実施。 

証明書の窓口を統一し、市民の利便性

向上と業務の集約化を図る。 
R3～ 経常 

下水道事業会計への補助 
公衆浴場に対する下水道使用料の減

免。 

公衆浴場に対する下水道使用料減免の

あり方及び下水道事業に係る基準外繰

出の見直しを検討する。 

R3～ 経常 

市民相談業務の見直し 

問題や悩み事等を抱えた市民に対し、

その解決の糸口を見つけてもらうた

め、専門家による相談を実施する。 

各種相談業務のうち、利用率が低い相

談業務の廃止を検討する。 
R3～ 経常 

消費生活センター業務の見

直し 

消費者の安全を確保するため、消費生

活相談等を実施する。 

消費生活センターに対する国庫補助等

の終了に伴い、消費生活センター業務

の見直しを検討する。 

R6～ 経常 

伊丹市環境美化推進協議会

の運営の見直し 

環境に対する美化意識の高揚や環境

美化活動を図ることを目的として、市

内一斉清掃、表彰等のための協議会を

実施。 

市内一斉清掃を地域清掃の充実に切り

替えることに伴い、協議会のあり方に

ついて検討した結果、協議会の解散を

進める。 

R3～ 経常 

野良猫衛生対策事業補助金 

市内の野良猫及び地域猫の不妊手術

または去勢手術費用の一部を補助す

る。 

環境衛生における事業効果の推移を踏

まえ、事業のあり方を検討する。 
R3～ 経常 

環境マネジメントシステム

監査の内部化 

伊丹市環境マネジメントシステムに

おける目標達成状況と取組状況につ

いて毎年１回の監査を実施。 

時間的・場所的な制約がなく、実行責任

者が研修を受講できるような方法を検

討する。 

R3～ 経常 

児童遊園地の効果的再配置・

再整備 
児童遊園地の再配置・再整備。 

児童遊園地の街区公園への格上げや児

童遊園地の廃止、提供公園の規定見直

し等による再配置・再整備を検討する。 

R3～ 経常 

荒牧バラ公園駐車場の収益

性の向上 
荒牧バラ公園駐車場の収益性の向上。 

荒牧バラ公園駐車場の借地料に対し、

駐車場収入の増加に向けた取り組みを

推進し、収益性の向上を図る。 

R3～ 経常 

サンシティホールのパイプ

オルガンのあり方見直し 

サンシティホールにおけるパイプオ

ルガンの管理運営。 
パイプオルガン事業を廃止する。 R3～ 経常 

社会福祉大会事業の見直し 

伊丹市社会福祉協議会に委託し、２部

構成（式典、実践報告や講演会）で毎

年開催。 

社会福祉大会の開催方法等の見直しを

検討する。 
R3～ 経常 

在宅医療介護連携システム

補助事業 

医師会が実施している多職種連携情

報システム「バイタルリンク」への利

用料を補助する。 

多職種連携情報システム「バイタルリ

ンク」利用料補助事業を本市から医師

会への委託事業への見直しを検討す

る。 

R3～ 経常 

ガイドヘルパー派遣事業 

屋外での移動が困難な障害者等に対

し社会生活上必要な外出等における

移動の支援を行う。 

市が実施している障害者の移動支援事

業（社会福祉協議会委託）の見直しを検

討する。 

R4～ 経常 
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取組項目名 事務事業内容 取組内容 実施年度 臨・経 

障がい者グループホーム設

置促進事業 

障がい者グループホーム新規開設後

４年間の人件費（世話人）を補助する。 

新規開設する障がい者グループホーム

に対して実施している市単独補助の内

容について検討する。 

R3～ 経常 

地域生活総合支援施設運営

補助事業の見直し 

伊丹市の地域移行推進の中核的役割

を果たす地域生活総合支援施設の安

定的な運営を図るために補助金を交

付する。 

その他の市上乗せ単独補助制度と合わ

せた補助金額の見直しや、団体の自立

的運営の促進などにより、市の単独補

助部分について見直しを検討する。 

R3～ 経常 

公用原動機付自転車の廃棄 
被保護者訪問等で使用している公用

原動機付自転車の廃棄。 

老朽化により故障や部品交換に経費を

要する公用原動機付自転車を廃棄す

る。 

R3～ 経常 

予防接種事業に係る費用負

担の見直し 

Ｂ類疾病（高齢者インフルエンザ・肺

炎球菌ワクチン）に係る予防接種事

業。 

Ｂ類疾病（高齢者インフルエンザ・肺炎

球菌ワクチン）にかかる予防接種の自

己負担額について、阪神 7 市 1 町によ

るあり方を検討する。 

R3～ 経常 

被保険者証と高齢受給者証

の一体化 

被保険者が70歳以上75歳未満の場合

に高齢受給者証を発行。 

被保険者証と一体化することにより経

費の削減を図る。 
R3～ 経常 

人間ドック費用助成事業 

疾病の早期発見、重症化の予防を図る

ため、74歳以下の国民健康保険の被保

険者と同様に、75歳以上の後期高齢者

医制度の被保険者に対し、人間ドック

費用の助成を実施。 

国の人間ドック費用助成の段階的廃止

を踏まえ、広域連合への補助増額を要

望と、国民健康保険からの移行におけ

る切れ目のない保健事業となるよう国

保の補助額との整合性を勘案しつつ、

補助額の見直しを検討する。 

R3～ 経常 

文化施策に伴う団体補助・運

営補助のあり方見直し 

市内文化施策に伴う各団体に対して

団体補助・運営補助を実施。 

団体の自主的な運営推進のため補助事

業等内容の見直しを検討する。 
R3～ 経常 

いたみ文化・スポーツ財団の

文化事業等の見直し 

文化振興施策実施のための文化施設

の管理運営事業の見直し。 

効果的・効率的な管理運営事業の見直

しを検討する。 
R3～ 経常 

転入促進事業の見直し 

市内在住の親元に同居もしくは近居

する 40 歳未満の若者世帯（単身世帯

除く）に対し、住宅取得等もしくは賃

貸住宅入居に要する費用の 1/2 を補

助。 

事業目的を達成する手段として最適で

あるかを検証し、事業の見直しを図る。 
R3～ 経常 

街路樹維持管理委託事業の

見直し 

街路樹管理計画の策定により更新等

が行われる 15 路線を含む、市内全域

の街路樹路線の維持管理経費の抑制

を図る。 

優先度の高い15路線の再整備とその他

路線の効果的な維持管理を行うこと

で、安全の確保と維持管理経費の抑制

を図る。 

R3～ 経常 

松崎中学校テニスコート借

地料の適正化事業 

個人より松崎中学校テニスコートの

用地を借用。 

こやのさと幼稚園の閉園に合わせて見

直しを図る。 
R5～ 経常 

教材校具等の計画的整備 教材校具等の購入・整備業務。 
教材校具に係る効率的な購入・整備や

会計処理の手法を検討する。 
R3～ 経常 

学校図書予算の見直し 学校図書の購入・整備業務。 
学校図書の効率的な購入・整備につい

て検討する。 
R3～ 臨時 

学校技能業務の見直し 
小・中学校の環境整備および維持管理

運営業務に対する人員配置の見直し。 

学校技能業務について、組織体制の見

直しや専門的技能の活用等の観点か

ら、民間委託も含め、今後のあり方を検

討する。 

R3～ 経常 

ＬＥＤ化推進事業 
公共施設等における照明器具（学校体

育館・格技室）を LED 照明に転換。 

公共施設等における照明器具（学校体

育館・格技室）を LED 照明に転換し、光

熱水費の削減及び CO2の低減を図る。 

R3～ 経常 

教育活動関連事業等の見直

し 
教育活動に係る事業を展開。 

スクラップ＆ビルドによる事業の置き

換え等により、より効果的に児童・生徒

の確かな学力、豊かな心を育成する。 

R3～ 経常 
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取組項目名 事務事業内容 取組内容 実施年度 臨・経 

学校図書館司書配置の適正

化 

学校図書館の活性化を図り、児童生徒

の「読む力・書く力」等国語力及び言

語力の育成を図る。 

学校司書による学校図書館の円滑な運

営及び読書教育の推進に加え、新学習

指導要領の全面実施に伴う調べ学習や

探求学習における資料の提供や学校図

書館の活用に対応し、学校図書館の活

性化を図る。 

R3～ 臨時 

就学援助補助事業の見直し 

対象者からの申請に基づき、学用品費

等を支給することにより経済的な理

由により就学困難な児童生徒の就学

奨励を行う。 

現在の認定基準は平成25年度生活保護

基準を基に設定しているため、最新の

情報を活用することにより適切な基準

設定の見直しを検討する。 

R3～ 経常 

総合教育センター管理運営

の見直し 
総合教育センターの管理運営業務。 

効果的・効率的な事業運営と職員配置

を行うため、貸館業務が中心となる休

日・夜間の時間帯の職員体制の見直し

や、民間委託を検討する。 

R3～ 経常 

部活動外部指導者の見直し 

中学校において高度な技術を要する

種目で休部もしくは廃部になってい

る運動クラブに対する外部指導者の

配置。 

部活動指導員の充実に向けた外部指導

者等の配置見直し及び、部活動助成金

について事業の必要性、助成基準等を

見直すことにより市費負担の軽減を図

る。 

R3～ 経常 

子育て web サイト・子育てア

プリ構築・運用事業 

就学前児童の保護者に対し、子育て情

報を集約して体系的に情報提供する

アプリ及び Web サイトを運営。 

市HPによる情報配信等に機能を統合す

るなど効果的な手法を検討する。 
R3～ 経常 

伊丹市少年少女合唱団への

子ども健全育成団体補助 

合唱活動を通じて青少年の健全育成

を推進する伊丹市少年少女合唱団に

団体補助を実施。 

団体の自主的な運営推進のため補助事

業等内容の見直しを検討する。 
R3～ 経常 

丹波少年自然の家負担金事

務 

子どもの健全な育成を目的として、一

部事務組合を通し丹波少年自然の家

の管理運営を行う。 

他市の一部事務組合脱退の動向を注視

するとともに、一部事務組合において

丹波少年自然の家のあり方を検討す

る。 

R3～ 経常 

放課後児童くらぶの利用者

負担の見直し 

保護者の就労、傷病等の理由により、

昼間家庭において適切な保育を受け

られない児童を保育する。 

受益者負担の考え方と阪神各市町の負

担状況を踏まえ、放課後児童くらぶ育

成料の見直しを検討する。 

R3～ 経常 

幼児教育推進施策周知事業

の見直し 

幼児教育ビジョン周知のために市バ

ス車体全面広告を実施する。 

幼児教育ビジョン周知のための市バス

車体全面広告を終了する。 
R3～ 経常 

私立福祉施設運営費補助金

事業 

市基準による保育士配置を行う社会

福祉法人立の保育所等に対する運営

費の補助。 

公定価格における国基準の動向を注視

しつつ、安全な保育環境を維持するた

めの適正な保育士配置のあり方を検討

する。 

R3～ 経常 

私立保育園建設事業費償還

金補助の見直し 

社会福祉法人への私立保育園建設に

係る借入金に対する償還補助。 

社会福祉法人の私立保育園建設に係る

借入金の償還進捗に伴い補助金の交付

を終了する。 

R4～ 経常 

放課後子ども教室の見直し 
地域人材等を活用した放課後等の教

育環境の充実。 

県補助金の交付状況等を踏まえ、事業

の見直しを検討する。 
R3～ 経常 

図書購入費の適正化 蔵書冊数の増加に向けた図書の購入。 

20 万人都市にふさわしい図書館とし

て、蔵書構成・蔵書冊数等の検討を行

う。 

R3～ 臨時 

ワークライフバランスの充

実 
職員のワークライフバランスの充実。 

事務の見直し・効率化等により、職員の

ワークライフバランスの充実を図る。 
R3～ 経常 

職員研修事業の充実 職員研修事業の充実。 

新しい技術を積極的に取り入れ、安定

して質の高い行政サービスを提供でき

る人材の育成に取り組む。 

R3～ 経常 
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〇公共私の協力関係構築 

取組項目名 事務事業内容 取組内容 実施年度 臨・経 

ふるさと寄附事業の推進 

伊丹市の魅力を発信し、広くふるさと

寄附を募るとともに、地域の商業・産

業の活性化、障がい者の雇用促進等を

図るため、寄附者に本市の特産品等を

贈呈する事業を実施。 

寄附受付ポータルサイトの拡大、およ

び返礼品の新規開発や改良を重ねるこ

とにより、寄附を増額させる。 

R3～ 経常 

ホームページバナー広告の

募集 

市ＨＰにバナー広告を掲載し広告料収

入による財源の確保。 

経営環境の変化等を鑑み、適宜、広告

主にアプローチを行い、安定した広告

収入の確保の実現を図るとともに、効

果的な広告の表示を提案することによ

り、新たな広告主の確保に努める。 

R3～ 経常 

シティプロモーション推進

事業の見直し 

伊丹の魅力をさまざまな手法で戦略的

に発信する。 

これまでの３市の清酒 PR 事業につい

て見直す。各市と今後の方針について

協議し、令和３年度以降のシティプロ

モーションの取り組みを推進する。 

R3～ 経常 

市有財産の売却 

【普通財産】 

普通財産について売却、貸付などによ

る財源の確保。 

市有産（普通財産）の売却、貸付など

により財源の確保を図る。 
R3～ 臨時 

市有財産の売却 

【法定外公共物】 
法定外公共物を購入希望者に売却。 

水路・里道等の法定外公共物を購入希

望者に売却する事で、財源の確保を図

る。 

R3～ 臨時 

公用車売却事業 不要となった市有財産の売却。 

各事業における車両整備計画等により

更新した退役車両をインターネット公

売に掛けることにより財源の確保を図

る。 

R3～ 臨時 

合葬式墓地整備事業 合葬式墓地の管理運営。 

合葬式墓地を建設し、多様化するお墓

への要望に応えるとともに、不足する

公営のお墓取得への需要を満たす。 

R3～ 経常 

サンシティホール管理運営

事業の効率化 

指定管理者制度によるサンシティホー

ルの管理運営。 

施設の大規模改修に合せてランニング

コストの効率化を図る。 
R3～ 経常 

阪神北広域こども急病セン

ター管理運営事業 

阪神北こども急病センターの運営にあ

たり、歳入と歳出の差額を伊丹市、宝

塚市、川西市、猪名川町で負担。 

尼崎の利用者が 8％～10％いることか

ら、西宮市と同様に尼崎市からの協力

金の納付について検討する。 

R3～ 経常 

准看護高等専修学校運営補

助事業 

伊丹市医師会、准看護高等専修学校へ

の補助。 

准看護高等専修学校が令和２年度末を

もって廃止となることから、当該事業

に係る補助金を削減する。 

R3～ 経常 

眼科・耳鼻咽喉科広域休日応

急診療所負担事業 

尼崎医療センター内にある休日応急診

療所。尼崎健康医療財団が運営してお

り、収支差を阪神 6 市 1 町で負担。 

患者数の減により収支悪化しており、

休日に開院する民間医療機関も増えて

いることから事業のあり方を検討す

る。 

R3～ 経常 

移住支援事業のあり方の見

直し 

東京 23 区等から本市への UJI ターン

を促進し、社会増の観点から人口増加

を図るとともに、中小企業等における

人出不足の解消を目的として、国の地

方創生交付金を活用し、県内対象企業

に就業又は起業した移住者に対して、

移住支援金を支給する。 

県と協調し、PR に取り組むとともに市

内業者にアプローチし、HP への掲載を

促すなど、より効果的な移住支援の取

り組みについて検討する。 

R3～ 経常 

（改善見込額：経常 151 百万円 臨時 2 百万円） 
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取組項目名 事務事業内容 取組内容 実施年度 臨・経 

企業立地支援事業の見直し 

製造事業者等による事業所等の新設・

増設・建替え・移設・賃借、機械設備

の取得に加え、事業用地提供者、貸工

場等新設者に対し、企業立地奨励金や

雇用奨励金などを交付する。 

事業効果の推移を踏まえ、今後のあり

方を検討する。 
R3～ 経常 

中心市街地活性化事業の見

直し 

中心市街地の賑わい創出事業等に対す

る補助事業等。 

中心市街地活性化事業について、ＰＰ

Ｐ（公民連携）による事業運営の見直

しを図る。 

R4～ 経常 

株式会社への出資に対する

配当権利等の行使 

株式会社への出資に対する配当権利等

の行使。 

出資して利益の出ている株式会社に対

して、利益配当を受ける権利を行使。

また、利益配当を行わない場合でも、

当該法人が実施する公的サービスとし

て市民に利益還元を促す。 

R3～ 経常 

展覧施設の複合化による魅

力的な施設管理 

みやのまえ文化の郷（美術館・工芸セ

ンター・伊丹郷町館・柿衞文庫）及び

博物館の複合化にあたり、管理運営事

業の見直し。 

総合ミュージアムとして費用対効果を

含め、まちのにぎわいに繋がる事業運

営の見直しを図る。 

R4～ 経常 

伊丹市家庭菜園のあり方の

見直し 

市が農地所有者から用地を借り、市民

向けに家庭菜園として開放。 

市民農園の民間参入の促進等に合わ

せ、菜園数をはじめ運営方法等の見直

しに取り組む。 

R3～ 経常 

市営住宅等駐車場外部開放

事業 

市営住宅駐車場の空スペースについて

外部向けへの駐車スペース貸し出しを

実施。 

入居者の高齢化などにより増加してい

る駐車場の空スペースを外部開放する

ことで新たな財源の確保を図る。 

R3～ 経常 

駐輪啓発指導委託事業の見

直し 

放置禁止区域内に指導員を配置し、駐

輪場の利用や放置禁止の啓発を行うこ

とで、放置自転車等の減少を図る。 

路上駐輪ラックの整備等により放置自

転車等台数が減少傾向にあることか

ら、指導員の配置時間等を見直す。 

R3～ 経常 

給食センター業務（給食調理

業務）の見直し 

小学校給食センターにおける給食調理

業務。 

学校給食センターで実施している調理

業務について、中学校給食センターの

実施状況を踏まえつつ業務のあり方に

ついて検討する。 

R3～ 経常 

ラスタホールの大規模改修

に伴う管理運営の効率化 

文化学習施設、スポーツ施設、図書館

を併設し、総合的な生涯学習を推進。 

施設の大規模改修によるランニングコ

ストの縮減を図る。 
R3～ 経常 

管理施設を活用した新たな

財源の確保 

猪名川河川敷運動広場駐車場等を活用

した財源の確保。 

現状として使用料が無償となっている

駐車場の有料化や、その他各種既存施

設を活かした財源確保策を検討する。 

R3～ 経常 

自由プールのあり方検討 夏休み期間中の小学校プールの開放。 
他市の実施状況等を踏まえ、自由プー

ルの効率的な運営方法を検討する。 
R3～ 経常 

スポーツ施設の収益性の確

保 

指定管理によるスポーツ施設の管理運

営。 

非公募施設の公募化も視野に入れつ

つ、各施設の運営の効率化・合理化の

余地について検討し、収益向上に取り

組む。 

R3～ 経常 

公設水槽敷地の有効活用 
用地取得した公設防火水槽用地の管

理。 

公設防火水槽の敷地を有料駐車場とし

て整備するなど、敷地の有効活用を図

る。 

R3～ 経常 
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公営企業等の経営改革 

 

取組項目名 事務事業内容 取組内容 実施年度 臨・経 

中小企業勤労者福祉共済事

業のあり方見直し 

市内の中小企業に勤務する従業員の

福利厚生事業の実施による中小企業

振興。 

行政が直接行うべきサービスの集中・

重点化を図るため、民間商品の活用等

を視野に入れて見直しを実施。 

R3～ 経常 

市立伊丹病院再編に伴う病

院改革プランの策定・遂行 

病院事業会計における長期的視点に

たった経営計画である「経営戦略」「病

院改革プラン」の策定・遂行。 

市立伊丹病院再編に対応するため事業

の効率化や長期的視点に立った経営計

画である「経営戦略」「病院改革プラン」

の策定・遂行。 

R3～ 経常 

「経営戦略」の策定・遂行 

各公営企業（水道、工業用水道、下水

道、交通事業）において、長期的視点

にたった経営計画である「経営戦略」

の策定・遂行。 

経営環境の変化等に対応するため事業

の効率化や長期的視点に立った経営計

画である「経営戦略」の策定・遂行。 

R3～ 経常 

収益事業収入の確保 

尼崎市モーターボート競走場におけ

る主催レース、レース場外発売の実

施、及び姫路・滝野・洲本・朝来・相

生の５つの場外発売場の運営を実施。 

収益事業収入についての安定的な確保

を目指す。 
R3～ 臨時 

シルバー人材センターのあ

り方見直し 

（公社）シルバー人材センターの運

営。 

経営の効率化・合理化の余地について

検討し、取り組む。 
R3～ 経常 

 

 

行財政プラン取組項目の記載方法等 

 

１ 改善見込額は原則として、令和２年度当初予算事業費からの効果額を一般財源ベースで

算出し、実施期間である令和３年度から令和６年度までの４年間の合計額を計上してい

ます。 

２ 今後取り組むべき項目や検討段階等により、効果額を算出できないものについても記載

しています。 

３ 令和３年度以降の効果額については、現時点において確定したものではなく、概算額と

して試算したものであり、今後の検討結果等によって変更する場合があります。 

４ 「臨・経」区分は取り組みの効果が臨時的又は経常的であるかの区分を示しています。 

５ 今後取り組みを進める中で、状況に応じて項目の追加・変更を行います。 

（改善見込額：経常 43 百万円 臨時 800 百万円） 


